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日本医師臨床研修マッチングプログラム
－参加登録からマッチ結果通知まで－

　平成12年の医師法・医療法の改正により、臨床研修の必修化と研修専念義務
等を内容とする新医師臨床研修制度が規定され、平成16年度より実施されるこ
ととなった。その新医師臨床研修制度の一環として、昨年（平成15年）より日本
医師臨床研修マッチングプログラム（以下、研修医マッチング）が導入された。
　研修医マッチングとは、研修希望者（参加者）と研修プログラム（参加病院）と
を、透明性を確保しながら、コンピュータによって効率的に組み合わせるための
システムのことであり、従来の「限定された関係者内での採用」の枠組みを超え
て、開かれた競争によって研修プログラムの質を向上させ、診療能力の向上を目
指そうとするものである。

1. 研修医マッチングの実施体制

　研修医マッチングの実施主体は医師臨床研修マッチング協議会（以下、協議会）
であり、運営方針は運営委員会（日本医師会、医療研修推進財団、全国医学部長
病院長会議、および臨床研修協議会の各代表により構成されている）により決定
されている。協議会の事務局は医療研修推進財団に設置されている。
　マッチングプログラムの年間スケジュールは年度によって異なるため、参加者
は協議会のホームページで必ず最新情報を確認する必要がある。本書の執筆中
に、平成16年度のスケジュールが協議会のホームページ（Webサイト）にて発表
されたので、図1にその日程を記しておく。
　研修医マッチングへの参加登録からマッチ結果の通知まではすべてインター
ネット上で行われるため、参加するにはインターネット接続環境が必須となる。
関連するホームページを図2にまとめておいたので、参加者は事前に各ホーム
ページにアクセスして情報収集しておくとよい。特に下記の4つは重要である。
　医師臨床研修マッチング協議会：www.jrmp.jp（図3）
　臨床研修プログラム検索サイト：www.reisjp.org（図4）
　医療研修推進財団：www.pmet.or. jp（図5）
　臨床研修病院ガイドブック：guide.pmet.or. jp/webhosp/（図6）
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参加申込み（郵送）
6月 3日～7月 29日まで

採用試験、面接、選考

中間公表：9月 17日

マッチ結果発表：10月 28日～
www.jrmp.jp にログインするとマッチ結果が通知される。

参加登録

希望順位表の提出 希望順位表の提出

登録受付期間は

6月 3日～7月 29日まで

希望順位表の受付は
8月 26日～10月 14日まで

参加登録用ユーザ ID：

参加登録用パスワード：

協議会の正規ユーザ ID：

登録メールアドレス：
※携帯電話のメールは利用可能。

step1：参加者は大学から参加登録用ユーザ ID
とパスワードを取得する。

step2：協議会のホームページよりログインし参
加者登録を済ませる。新しいユーザIDが発行され、
電子メールで通知される。以後その IDを使用。

www.reisjp.org または
www.pmet.or.jp で情報収集

マッチ者　　：マッチした病院と臨床研修に関する仮契約を結ぶ。
アンマッチ者：各自で研修病院と採用交渉を行う。
　

　

図1　研修医マッチングのスケジュール

平成16年度のスケジュールが3月18日に発表された。
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表4　小論文のテーマ一覧（行末カッコ内の上付き数字は出題した病院の数を示す）

どのような医師になりたいか（理想の医師像）（16）

医療ミスを防ぐにはどうしたらよいか（6）

当院を志望した理由（6）

10年後の自分について（3）

SARSについて（3）

インフォームドコンセントについて（2）

チーム医療について（2）

医師を志した理由（2）

新しいマッチングシステムについて　

臨床研修必修化について思うこと

研修の豊富と将来のビジョン

臨床研修病院に求めること

当院の医療理念について

がん告知における患者側の考えと医師側の考え　

末期医療について

臓器移植について

アルツハイマー病の中年男性の妻子にどのように指導するか

生活習慣病の対策について（健康日本21などの語句を入れて）

診療録の意義について

プライマリケアについて

小児救急の対応について

医療の質の向上について

日本の病院とアメリカの病院との違い

先進国と発展途上国の豊かさについて

これからの医療について

少子化社会をどう捉えるか

高齢者医療について

社会における医師の役割とは

あなたの考える地域医療とは

患者様と情報共有について

注射に失敗して患者さんが怒った場合にどうするか

医療事故と報道について

小学校・中学校の良い想い出

家族について

自分の読んだ本について
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3.医学試験（一般問題、臨床問題）

　1出題形式

　アンケートでは、123病院中40病院（約1/3）が参加者に医学試験を課して
いる。問題形式は、「○○について記せ」式の記述スタイルの問題を出した病院
も散見されるが、ほとんどの病院は医師国家試験と同じ多肢選択式（multiple 
choice式）を採用している。特に大学附属病院では、国試過去問や卒業試験の過
去問がそのまま出題されたケースがいくつかあった。
　臨床研修必修化に伴って、選考時期が早まり、医学生の学力試験の信用性が劣
ることを懸念して、東京都済生会中央病院が学力試験を廃止し（学力は学生時代
の成績表を採用基準として考慮）、面接試験に重点を重くようになったことは先
述したとおりである。
　2出題範囲、出題数、難易度

　上記40病院のうち11病院が臨床問題を出題しているが、主流は国家試験の一
般問題の形式である。出題範囲は、内科メジャー科目がやはり中心であるが、外
科、救急医学、小児科、産婦人科、マイナー科目までと幅広い。
　出題数は少ないところでは5問、多いところでは120問と研修病院によって差
が大きいが、
　50～60問（60分）
　100～ 120問（120分）
の2パターンが多いようである。1問につき所要時間1分という計算である。
　設問の難易度は、医師国家試験と照らし合わせて考えると、必修問題レベルも
しくはそれよりもやや難しい一般総論レベルの問題が多かったようである。
　3対　策

　国家試験や卒業試験の過去問を教材にして、一般問題で基本的知識を得た後に
臨床問題で応用力をつけるもよし。臨床問題を解きながら症例を通していろいろ
な知識を学んだ後に一般問題で知識の整理をするもよし。個人個人に合った勉強
方法で良いと思う。
　本書の第Ⅳ章と第Ⅴ章に演習問題（国家試験の必修問題と一般総論問題の中か
ら良問を選択）を収録したので、実力試しに使って頂きたい。
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内：内科、外：外科、小：小児科、産：産婦人科、救：救急、マ：マイナー
※　必修～：国家試験の必修問題と同程度、必修↑：必修問題より難しい　★：グループ面接

表6　臨床研修病院（70病院）のマッチングにおける選考方法一覧

No. 病　院
筆記試験・医学一般

（問題数、試験時間、テーマ）
筆記試験・医学臨床

（問題数、試験時間、テーマ）

北海道・東北地方

1 私立病院
60分
内科・外科別々に一般・臨床合わせて出題

2 国立病院 なし なし

3 私立病院
国試形式15問、20分
全ジャンルから（必修～※）

なし

4 社保関連病院 なし なし

関東地方
5 私立病院 なし なし

6 私立病院 なし なし

7 都立病院 なし なし

8 国立病院
記述式100問、120分
内（必修↑※）、穴埋め式

なし

9 私立病院
国試形式
内・外・小・産（必修↑）

国試形式
内・外・小・産（必修↑）

10 都立病院
国試形式30問、90分
内・外・小・産・救

なし

11 私立病院 1問、20分 なし

12 私立病院
30問、60分
内・外・小・産・救（必修↑）

なし

13 都立病院
国試形式50問、60分
幅広いジャンルから一般、臨床問題を出題（必修↑）

14 私立病院

国試形式100問、120分
内・外・救、一般と臨床を合わせた
ようなスタイル
3題くらいが英文による設問

国試形式
2～3行の問題文で予測される疾患を選択
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次ページに続く

小論文
（試験時間、字数、テーマ）

英語による医学試験 面　接 その他

60分、800字
医療ミスについて

30問、臨床問題
30分×2回
2回目は米国
人医師

なし なし 30分★ 精神科テスト

40分、400字
これからの医療

なし 10分
高校レベルの数学テ
スト、一般教養、心
理テスト、性格判断

60分、800字
インフォームドコンセントについて

なし 5分

なし なし 60分

ネットで事前提出、1,000字以内×3
①チーム医療
②患者様と情報共有
③理想の医師像

なし
外国人医師との面談

2回
（5分、50分）

60分、400字
①新しいマッチングシステムについて
②当院を志望した理由

論文の英訳 15分

なし なし 10分

なし なし なし

なし なし 10分

30分、800字
どのような医師になりたいか

なし 20分

60分
医師を志した理由

なし 15分

800字
癌告知の際の患者側と医師側の考え方
医療ミスを防ぐにはどうしたらよいか

医学一般試験に混じっ
て20問ほど（一般、
臨床とも多肢選択式）

15分

なし
（医学一般問題に3問
程度含まれる）

5分

内容見本第Ⅰ章　参加登録から結果通知までをホームページの操作画面を交えて丁寧に解説。マッチングのスケジュール表付き。

第Ⅲ章　参加者300名によるアンケート結果に基づき、選考試験の傾向と対策を解説。

第Ⅲ章　臨床研修病院123病院（大学病院53、臨床研修病院70）の選考試験の内容を一覧表示。

その他、面接試験の内容・グループ面接のテーマなど、参加者および参加病院が知りたい情報満載でお届けします。


